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宮城県

仙台向山高校

進路学習の再構築

２年生での
「志望理由書」作成を軸に
生徒に徹底的に考えさせる

◎校訓は「自律・和敬」。師弟同行の
課外講習、個別面談の充実など、生
徒一人ひとりを大切にする教育を行う。
学力の蓄積、進路意識の高揚を柱とす
るグローイングアップ・プランに取り組み、
未来を切り拓く人材の育成を目指す。

国公立大は、岩手大、東北大、山形大、
福島大、千葉大、東京大、岡山大、宮
城大、高崎経済大などに１１０人が合格。
私立大は、東北学院大、青山学院大、
慶應義塾大、東京理科大、中央大、法
政大、明治大、早稲田大、立命館大な
どに延べ２４１人が合格。

設立

形態

生徒数

10年度入試合格実績（現浪計）

1975（昭和50）年

全日制／普通科・理数科／共学

１学年約２００人

住所
　

電話

Web Site

〒982-0832
宮城県仙台市太白区八木山緑町1-1

022-262-4130

45
指導変革の

成果実践背景

◎生徒の進路意識が
希薄で、大学入学後
の不適合が見られた。
進路指導は体系的で
なく、年度により進路
実績に差があった

変革のステップ

◎「志望理由書」を
軸とした「向陵プラン」
で生徒の進路意識を
醸成し、「進路シラバ
ス」で教師の目線合
わせを行う

◎生徒の進路意識が
高まる。「向陵プラン」
に意義を感じる教師
が増える

http://mukaiyama.myswan.ne.jp/

　

宮
城
県
仙
台
向
山
高
校
が「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
以
下
、
総
合
学
習
）
の
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
７

年
前
の
こ
と
だ
。
２
０
０
４
年
度
に
赴
任
し
た
三
文
字

和
史
先
生
は
、
３
学
年
担
任
と
し
て
進
路
指
導
に
当
た

る
う
ち
に
、
生
徒
の
進
学
意
識
が
あ
ま
り
に
も
希
薄
で

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
「
例
え
ば
、
東
北
大
の
工
学
部
に
行
き
た
い
と
い

う
生
徒
に
、
理
由
を
聞
い
て
も
明
確
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
単
な
る
ブ
ラ
ン
ド
志
向
、
あ

る
い
は
偏
差
値
や
地
理
的
条
件
に
基
づ
く
大
学
選
択

に
過
ぎ
ず
、
自
分
の
将
来
ま
で
深
く
考
え
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

　

ブ
ラ
ン
ド
志
向
で
も
志
望
実
現
に
向
け
て
最
後
ま
で

頑
張
れ
る
の
な
ら
良
い
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
進

路
指
導
部
長
の
高
橋
雅
彦
先
生
は
、
目
的
意
識
が
希
薄

な
生
徒
の
も
ろ
さ
を
指
摘
す
る
。

　
「
ど
う
し
て
も
こ
の
大
学
に
入
り
た
い
と
い
う
強

い
動
機
が
あ
れ
ば
、
勉
強
が
つ
ら
く
て
も
頑
張
り
抜

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
確
な
志
望
理
由
が
な
い
生

徒
は
、
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
踏
ん
張
り
が
利
か
ず
、

す
ぐ
に
志
望
を
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
目
的

意
識
が
強
い
生
徒
は
、
入
学
し
た
大
学
が
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
て
も
、
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
適
応

し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
生
徒
は
『
こ
ん

な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
』
と
い
っ
て
後
悔
す
る
。
充

進
路
意
識
の
希
薄
化
が

大
学
入
学
後
の
不
適
合
を
引
き
起
こ
す
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実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、『
な
ぜ
大
学

で
学
ぶ
の
か
』
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

　

課
題
は
、
生
徒
の
進
路
意
識
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

教
師
に
も
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路
指
導
の
視
点
が
不

足
し
て
い
た
。
教
師
の
ス
キ
ル
や
意
識
に
よ
っ
て
指
導

が
異
な
る
た
め
、
進
路
実
績
は
年
度
ご
と
に
差
が
あ
っ

た
。
教
育
の
質
保
証
の
面
か
ら
も
、
生
徒
に
大
学
で
学

ぶ
こ
と
の
意
味
を
理
解
さ
せ
、
進
学
意
欲
を
高
め
る
、

体
系
的
な
進
路
指
導
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　

同
校
は
、
進
路
指
導
改
革
と
し
て
、
ま
ず
総
合
学
習

の
見
直
し
を
断
行
し
た
。
進
路
指
導
部
副
部
長
の
穂
積

暁
先
生
は
、
当
時
の
課
題
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
の
総
合
学
習
は
、
模
試
の
振
り
返
り

や
進
路
講
演
会
な
ど
、
個
々
の
指
導
は
充
実
し
て
い

た
も
の
の
、
単
発
の
取
り
組
み
で
終
わ
り
、
生
徒
の

意
識
を
啓
発
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
担
任
に

と
っ
て
も
目
標
が
見
え
ず
、
徒
労
感
だ
け
が
蓄
積
し

て
い
く
と
い
う
状
況
で
し
た
」

　

こ
う
し
た
課
題
の
下
、
３
年
間
の
総
合
学
習
を
再
構

築
し
た
。
そ
れ
が
「
向
陵
プ
ラ
ン
」
で
あ
る
。
大
学
合

格
だ
け
を
目
標
と
せ
ず
、
大
学
入
学
後
に
求
め
ら
れ
る

力
、
実
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
。
２
年
生
の
末
に
行
う
「
志
望
理
由
書
」

の
作
成
を
山
場
と
し
、
そ
の
前
後
で
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
、
体
系
化
し
て
い
っ
た
。

　

１
年
生
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
と
つ
な
が
る
」
と
し
た
。

社
会
研
究
や
職
業
研
究
な
ど
を
行
い
、
社
会
貢
献
の
観

点
か
ら
職
業
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
学
問
の
意
義
を
考
え

る
。
そ
し
て
、
１
年
生
で
の
総
仕
上
げ
と
位
置
付
け
る

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」（
２
月
実
施
）
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
を
得
て
、

社
会
で
活
躍
す
る
50
〜
60
人
を
講
師
に
招
き
、
生
徒
と

語
り
合
う
場
を
設
け
て
い
る
。

　
「
社
会
人
と
の
対
話
を
通
し
て
、
自
分
も
社
会
の

役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
感
を

育
む
こ
と
が
狙
い
で
す
。
未
来
の
自
分
に
対
し
て
期

待
を
持
ち
、
進
路
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
を
育
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
三
文
字
先
生
）

　

２
年
生
で
は
「
学
問
を
知
る
」
が
テ
ー
マ
と
な
る
。

学
部
・
学
科
研
究
で
自
分
の
関
心
の
あ
る
学
問
分
野
に

つ
い
て
調
べ
、
夏
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
き

具
体
的
な
大
学
像
を
つ
か
む
。
更
に
、
大
学
教
員
を
招

い
た
「
向
陵
セ
ミ
ナ
ー
」
で
学
問
分
野
に
関
す
る
講
演

を
聞
い
て
志
望
分
野
へ
の
見
識
を
深
め
て
か
ら
、
３
学

期
に
「
志
望
理
由
書
」
を
書
く
。

　
「
志
望
理
由
書
」
は
次
の
手
順
で
作
成
す
る
。
ま
ず

第
１
志
望
の
大
学
・
学
部
・
学
科
を
決
め
、「
志
望
す

る
き
っ
か
け
」「
学
べ
る
内
容
」「
社
会
的
な
意
義
」
な

ど
一
問
一
答
形
式
の
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」（
P.
１８
図
１
）

に
取
り
組
む
。
12
月
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
い

て
書
き
方
を
指
導
し
、
年
内
に
提
出
さ
せ
る
。
担
任
は

「
志
望
理
由
が
曖
昧
で
あ
る
」「
学
べ
る
内
容
と
社
会
的

意
義
が
ず
れ
て
い
る
」
な
ど
、
生
徒
の
理
解
が
浅
い
部

分
を
ど
ん
ど
ん
指
摘
し
、
何
度
で
も
書
き
直
し
を
さ
せ

る
。
そ
し
て
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
が
完
成
す
る
と
、
そ

れ
を
基
に
８
０
０
字
前
後
の
「
志
望
理
由
書
」
を
書
く
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も
担
任
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。
多
く

の
場
合
、
２
回
以
上
の
下
書
き
を
経
て
、
清
書
が
よ
う

や
く
完
成
す
る
の
は
年
が
明
け
て
２
月
の
こ
と
だ
。

　
「
生
徒
は
３
か
月
に
わ
た
り
、
自
分
の
将
来
に
つ

い
て
悩
み
、
調
べ
、
考
え
抜
く
。
担
任
と
の
対
話
を

通
し
て
、
自
身
の
志
望
を
明
確
に
し
て
い
く
過
程
こ

そ
に
意
味
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

宮
城
県
仙
台
向
山
高
校

穂
積
暁
　H

o
z

u
m

i S
a

to
ru

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指
導

部
副
部
長
。「
困
難
を
避
け
ず
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
強

い
向
上
心
を
持
っ
た
生
徒
を
育
成
し
た
い
」

宮
城
県
仙
台
向
山
高
校

三
文
字
和
史
　S

a
n

m
o

n
ji K

a
z

u
sh

i

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指
導

部
副
部
長
。「
主
体
的
に
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

宮
城
県
仙
台
向
山
高
校

高
橋
雅
彦
　T

a
k

a
h

a
sh

i M
a

sa
h

ik
o

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「『
や
れ
ば
出
来
る
』
と
い
う
こ
と
を
、
生
徒
に

伝
え
て
い
き
た
い
」

大
学
合
格
だ
け
で
な
く
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す

「
志
望
理
由
書
」の
作
成
を
通
し
て

将
来
の
志
望
を
焦
点
化
す
る
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宮城県　仙台向山高校宮城指導変革の

　
「
提
案
型
と
も
い
え
る
進
路
指
導
が
、
本
校
の
ス

タ
ン
ス
で
す
。
生
徒
や
保
護
者
任
せ
の
『
放
任
』
で

も
な
く
、
進
学
実
績
を
達
成
す
る
た
め
の
学
校
か

ら
の
『
強
制
』
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。『
な
ぜ
こ
の
よ

う
に
考
え
る
の
？
』『
こ
う
い
う
道
も
あ
る
よ
』
と
、

生
徒
に
ど
ん
ど
ん
声
を
掛
け
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
提
示
し
、
漠
然
と
し
た
考
え
を
整
理
さ
せ
な

が
ら
、
最
終
的
に
生
徒
の
主
体
的
な
決
定
を
引
き
出

し
て
い
く
の
で
す
」（
穂
積
先
生
）

　

３
年
生
の
テ
ー
マ
は
「
自
分
を
知
る
」
だ
。「
サ
ク

セ
ス
タ
イ
ム
」
と
い
う
取
り
組
み
の
中
で
、
第
１
志
望

に
挙
げ
た
学
問
分
野
に
関
す
る

課
題
研
究
を
行
い
、
学
問
と
社

会
の
つ
な
が
り
を
考
え
、
自
分

の
志
望
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ

と
が
狙
い
だ
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
、
生
徒
が
志

望
分
野
に
基
づ
い
て
個
別
に
設

定
す
る
が
、
内
容
が
近
い
場
合

は
、
ク
ラ
ス
を
超
え
て
チ
ー
ム

を
編
成
し
、共
同
研
究
を
す
る
。

他
の
生
徒
と
テ
ー
マ
が
重
な
ら

な
い
場
合
は
一
人
で
研
究
に
当

た
る
。
あ
く
ま
で
生
徒
自
身
が

希
望
し
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
の
が
基
本
で
あ
る
。

　

４
月
に
研
究
を
始
め
、
９
月
中
旬
に
最
終
報
告
会
を

行
う
が
、
そ
の
３
か
月
後
の
12
月
ま
で
研
究
を
深
め
る

時
間
を
設
け
て
い
る
。「
も
っ
と
調
べ
た
い
」
と
い
う

生
徒
の
意
欲
に
応
え
る
と
共
に
、
研
究
は
あ
く
ま
で
学

問
を
深
め
る
た
め
に
あ
り
、
報
告
会
の
た
め
で
は
な
い

と
意
識
さ
せ
る
工
夫
で
も
あ
る
。

　
「
サ
ク
セ
ス
タ
イ
ム
」
は
、
自
分
の
志
望
が
将
来
の

夢
や
希
望
す
る
職
業
と
合
致
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す

る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
研
究
を
進
め
る
過
程
で
、『
志
望
理
由
書
』
に
挙

げ
た
志
望
を
変
え
る
生
徒
が
出
て
き
ま
す
。
課
題
を

調
べ
る
う
ち
に
、
志
望
と
『
社
会
の
課
題
』
と
の
ず

れ
を
認
識
す
る
の
で
す
。
心
理
学
を
希
望
し
て
い
た

生
徒
が
、
自
分
の
興
味
が
本
当
は
教
育
分
野
に
あ
る

と
気
付
き
、
文
学
部
か
ら
教
育
学
部
に
志
望
を
変
え

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
大
学
入
学
後
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
未
然
に
防
ぐ
意
味
で
も
『
サ
ク
セ
ス
タ
イ
ム
』

の
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

　
「
向
陵
プ
ラ
ン
」
に
は
、
特
筆
す
べ
き
特
徴
が
あ
と

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
個
々
の
取
り
組
み
が
有
機
的
に

結
び
付
い
て
い
る
こ
と
だ
。
取
り
組
み
ご
と
に
事
前
・

事
後
指
導
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
、
２
年
生

の
12
月
に
行
う
「
学
問
研
究
」
は
、
10
月
の
「
向
陵
セ

ミ
ナ
ー
」
の
事
後
指
導
で
も
あ
り
、12
月
に
始
ま
る
「
志

望
理
由
書
」
作
成
の
た
め
の
事
前
指
導
で
も
あ
る
と
い

う
よ
う
に
、
取
り
組
み
を
関
連
付
け
て
い
る
。
個
々
の

取
り
組
み
の
意
義
が
明
ら
か
と
な
り
、
生
徒
も
教
師
も

徒
労
感
を
感
じ
る
こ
と
な
く
前
に
進
め
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
志
望
の
選
択
肢
の
広
げ
方
に
あ
る
。

進
路
学
習
で
は
多
く
の
場
合
、
広
く
社
会
や
学
問
を
見

せ
た
後
、
徐
々
に
具
体
的
な
志
望
校
を
絞
り
込
ん
で
い

く
。
一
方
、
同
校
で
は
、
１
年
生
で
広
く
社
会
を
見
せ

た
後
、
徐
々
に
興
味
あ
る
学
問
へ
と
絞
り
込
ま
せ
、
２

年
生
末
の
「
志
望
理
由
書
」
で
自
分
の
志
望
を
焦
点
化

す
る
。
そ
の
上
で
、
３
年
生
で
は
そ
の
大
学
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
同
じ
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
他
大
学
・
他
学
部
へ

と
視
野
を
広
げ
さ
せ
る
の
だ
（
図
２
）。
具
体
的
に
は
、

個
別
面
談
で
生
徒
と
の
対
話
を
繰
り
返
し
、「
サ
ク
セ

図 1 志望理由を書くための「ワークシート」

志
望
を
絞
り
こ
ん
だ
上
で

も
う
一
度
視
野
を
広
げ
る

課
題
研
究
で

生
徒
の
学
問
へ
の
意
欲
を
高
め
る

＊学校資料をそのまま掲載
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図2 進路選択の焦点化と広がり
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１年生
「社会とつながる」

２年生
「学問を知る」

３年生
「自分を知る」

焦
点
化

社会から大学、学部学科へ
徐々に焦点化

志望する分野に基づき、
志望校の選択肢を広げる

出
願（
１
月
〜
）

志
望
理
由
書（
１２
〜
３
月
）

高
校
入
学
時（
４
月
）

学
問
講
座
・
社
会
研
究（
６
〜
１２
月
）

ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー（
１
〜
２
月
）

学
部
・
学
科
研
究（
５
〜
６
月
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
７
〜
９
月
）

向
陵
セ
ミ
ナ
ー（
１０
月
）

サ
ク
セ
ス
タ
イ
ム（
４
〜
１２
月
）

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー（
１２
〜
１
月
）

ス
タ
イ
ム
」
で
隣
接
す
る
諸
分
野
ま
で
視
野
を
広
げ
た

後
、最
終
的
に
入
試
前
の
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
」
で
、

「
セ
ン
タ
ー
試
験
で
目
標
点
に
達
し
た
場
合
」「
達
し
な

か
っ
た
場
合
」
な
ど
、
状
況
別
に
出
願
校
を
考
え
て
お

き
、
幅
広
い
選
択
肢
を
用
意
し
て
受
験
に
臨
む
。

　
「
目
的
意
識
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

第
１
志
望
校
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
か
え
っ
て
視
野
が

狭
く
な
り
、
本
来
の
目
標
を
見
失
っ
て
し
ま
う
生
徒

も
出
て
き
ま
す
。『
志
望
理
由
書
』
で
明
確
に
し
た

将
来
の
希
望
や
学
び
た
い
学
問
に
基
づ
い
て
、
第
１

志
望
校
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
あ
る
と
気

付
か
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」（
三
文
字
先
生
）

　
「
な
ぜ
そ
の
学
問
を
学
び
た
い
の
か
」
と
い
う
強
い

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
自
己

採
点
結
果
が
第
１
志
望
校
の
目
標
点
に
届
か
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
第
２
、
第
３
志
望
校

に
向
か
っ
て
い
け
る
の
で
あ
る
。

　

綿
密
な
指
導
計
画
を
構
築
し
て
も
、
直
接
指
導
に
か

か
わ
る
担
任
の
意
識
が
低
け
れ
ば
、効
果
は
望
め
な
い
。

取
り
組
み
の
意
図
を
正
し
く
担
任
が
理
解
し
、
学
校
全

体
で
進
路
指
導
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
、
同
校
で
は

10
年
度
に
「
進
路
シ
ラ
バ
ス
」
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、

３
年
間
の
す
べ
て
の
進
路
指
導
を
「
学
力
蓄
積
に
関
す

る
取
り
組
み
」（
実
力
テ
ス
ト
、
土
曜
学
習
会
な
ど
）、

「
進
路
意
識
の
高
揚
に
関
す
る
取
り
組
み
」（
向
陵
プ
ラ

ン
）、「
指
導
充
実
に
関
す
る
取
り
組
み
」（
学
習
記
録
、

個
人
面
談
な
ど
）
に
分
け
て
、
目
的
と
内
容
を
示
し
た

資
料
で
あ
る
。
特
徴
は
、「
関
連
す
る
取
り
組
み
」
の

欄
を
設
け
、
１
年
生
の
「
社
会
研
究
」
と
「
ウ
ィ
ン
タ

ー
セ
ミ
ナ
ー
」、２
年
生
の
「
向
陵
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
志

望
理
由
書
」
と
い
う
よ
う
に
、
個
々
の
取
り
組
み
同
士

の
連
関
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
こ
と
だ
。

　
「
目
的
と
ゴ
ー
ル
に
至
る
ま
で
の
道
筋
を
示
す
こ

と
が
、
先
生
方
の
意
欲
を
高
め
、
徒
労
感
を
減
少
さ

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、『
進
路
シ

ラ
バ
ス
』
は
、
本
校
の
教
師
な
ら
こ
こ
ま
で
指
導
し

て
ほ
し
い
と
い
う
ス
キ
ル
の
目
安
で
も
あ
り
ま
す
。

本
校
が
保
証
す
る
進
路
学
習
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
教
師
全
員
が
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
高
橋
先
生
）

　

生
徒
に
週
１
回
配
布
す
る
「
進
路
だ
よ
り
」
は
、
教

師
間
の
目
線
合
わ
せ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
し
て
い

る
。
生
徒
向
け
に
時
期
に
応
じ
た
課
題
や
取
り
組
み
内

容
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
教
師
も
そ
れ
を
見
れ
ば
、
生

徒
が
今
ど
う
い
う
状
況
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
べ
き
か
が
分
か
る
。

　

改
革
に
着
手
し
て
７
年
。
生
き
生
き
と
進
路
学
習
に

取
り
組
む
生
徒
の
姿
を
見
て
効
果
を
実
感
す
る
教
師
も

増
え
、
取
り
組
み
に
対
す
る
教
師
の
理
解
は
深
ま
り
つ

つ
あ
る
。
今
後
の
課
題
は
、
取
り
組
み
を
形
骸
化
さ
せ

ず
、
い
か
に
次
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
か
だ
。

　
「
生
徒
は
年
ご
と
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
３
年

間
の
指
導
計
画
は
整
い
ま
し
た
が
、
生
徒
を
見
ず
に

形
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
取
り
組

み
は
形
骸
化
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
実
態

に
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を
不
断
に
見
直
す
努
力
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
入
学
時
か
ら
生
徒
の
進

路
意
識
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
も
、
な
ぜ
進
路
学
習
が
必
要
な
の
か
と
い
う

『
魂
』
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」（
穂
積
先
生
）

　
「
向
陵
プ
ラ
ン
」
の
真
価
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
師
た

ち
の
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
る
。

「
進
路
シ
ラ
バ
ス
」と「
進
路
だ
よ
り
」で

教
師
の
目
線
合
わ
せ
を
促
す
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